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期末業績予想(連結､個別)の修正に関するお知らせ

    平成18年1月6日の第3四半期財務･業績の概況(連結)の発表時に公表しました平成18年2月期
 (平成17年3月1日～平成18年2月28日)の期末業績予想（連結、個別）を下記のとおり修正いたしま
すので､お知らせいたします。

記
業績予想の修正

(1)平成18年2月期連結通期業績予想数値の修正(平成17年3月1日～平成18年2月28日)
(単位：百万円、％)
当期純利益

前回発表予想（Ａ)
(平成18年1月6日発表) △1,990

今回修正予想(Ｂ) △2,265

増減額（Ｂ－Ａ) △275

増減率 －

前期(平成17年2月期)実績 △476

(2)平成18年2月期個別通期業績予想数値の修正(平成17年3月1日～平成18年2月28日)
(単位：百万円、％)
当期純利益

前回発表予想（Ａ)
(平成18年1月6日発表) △2,040

今回修正予想(Ｂ) △2,295

増減額（Ｂ－Ａ) △255

増減率 －

前期(平成17年2月期)実績 △551

(注)当社は平成17年9月1日に当社全額出資子会社である順天堂商事㈱を吸収合併いたしました。

     このため、当期末の業績予想は、従来の「売上高」から「営業収益」に変更しております。なお、
     「営業収益」欄の前期実績の数値は、連結、個別とも従来の「売上高」を記載しております。

(3)修正の理由

　　　単体業績につきましては、売上高は、12月までは寒波の到来などから比較的順調に推移いたし
　　ましたが、年明け以降は、例年にない積雪が1月、2月と続いたことが客足に影響し、予想を下回る
　　見込みとなりました。
　　　経常利益につきましては、経費の削減に努めましたが、季節的な商品が取り込めなかったこと
　　から、予想を下回る見込みとなりました。
　　　当期純利益につきましては、中間期における減損会計の早期適用に加え、上述の要因が加わり
　　上記予想となりました。
　　　連結業績につきましても、単体と同様の理由によるものであります。

以　上　
【注記事項】
　上記の業績見通しは、当社が現時点で合理的と判断した一定の前提に基づいたものであり、実際の業績は
見通しと異なることがあります。
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